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いと、改めて?えた次第である。
Ⅱ．紫明小学校と連携した道徳の授業実践研究報告
関 口 敏 美
１．は じ め に
高山班では、現行学習指導要領のもとで子どもたちに?生きる力?を育てる
教育実践を調査・分析する試みの一環として、2011年度に京都市立金閣小学校、
紫明小学校、第三錦林小学校と連携して共同研究を行った。道徳教育に関して
は、紫明小学校と連携し、①道徳の授業観察、②研究発表会への参加、③研究
発表会配付資料作成への協力を実施した。
本稿では、京都市立紫明小学校における道徳教育への取り組みに注目し、?気
づき、?え、共に高め合う子どもを育てる?ことを教育目標として、どのよう
な道徳の授業が実践されたのかについて報告する。
２．紫明小学校における道徳教育全体計画
本節では、紫明小学校の?平成23年度 道徳教育全体計画?を紹介する。
紫明小学校では、学校教育目標として、?生活に根ざして?え、課題を解決し
ようとする子の育成?を掲げ、具体的な子ども像としては、?自分の?えをしっ
かりもって行動する子??思いやりの気持ちをもち、人を大切にする子??よく
聞き、よく?え、創意工夫する子?を想定し、それぞれ、自立性、社会性、創
造性の育成をめざしている。
そこで、道徳教育の目標として、?気づき、?え、共に高め合う子どもを育て
る?を、道徳教育重点目標として、?友達のことを思いやり、進んで協力して責
任を果たす子どもの育成?、?学校や社会のきまりを守ろうとする高い規範意識
を持った子どもの育成?をあげている。
学年目標としては、各学年のそれぞれの目標を次のように設定している。
１年 友達のことを思いやりながら、みんなと仲良くする子
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２年 相手のことを思いやりながら、みんなと仲良くする子
３年 一人ひとりが努力し、みんなで助け合う子
４年 友達と互いに理解し、信頼し、助け合う子
５年 ちがいを認め合い、自分の?えを持って主体的に活動する子
６年 互いに認め合い、集団における自らの立場を自覚し、目標をもって
主体的に活動する子
さらに、各教科の指導方針、特別活動の指導方針、道徳の時間の指導方針を
定め、学校生活全体を通じての道徳教育を構想している。例えば、各教科の指
導方針としては、?文学作品などの読みの指導を通して周りの人々に対する思い
やりの心を育てる?（国語）、?社会の仕組みや成り立ちを理解させ、社会の一員
としての自覚を育てる?（社会）、?より良い家庭生活を送ろうとする態度を身に
つけ家族の一員として道徳性を養う?（家庭）など。
道徳の時間の指導方針は、以下の通り。
・授業の中で子どもが自分の?えを出し合い、価値について?えを深める場
を作る。
・児童の意識の流れを大切にし、心を揺さぶる発問を工夫する。
・心に響く資料の選定・開発をする。
・互いに授業を見せ合って切 琢磨する。
また、学校と家庭・地域が連携・協力してより効果的に道徳教育の目標を達
成するために、以下の四点を挙げている。
・学校、学級だより、保健、給食だより、紫明だより等を通じて道徳教育へ
の理解と協力を得る。
・授業参観、懇談会、育友会活動を通して学校との連携を密にする。
・家庭、学校運営協議会、地域諸団体との連携をさらに深める。
・日常生活における基本的生活習慣づくりの徹底。（サンサンさわやかウイーク
の取組等）
例えば、平成23年５月16日付の保護者向け配布物?子どもたちの規範意識の
育成に向けて～?紫明小学校のやくそく?を推進します～?では、生徒指導の重
点目標?自他を大切にする集団づくりの充実?を提示し、なぜ規範意識育成が
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必要なのかの理由として、?子どもの成長段階に応じて、自他を尊重し、主体的
に判断し行動することができるとともに、権利と義務の理解を深められ、豊か
で幸せな生活を送ることができるようになってほしいという願いです。?と説明
している。
３．平成23年度校内研究方針案
次に、本節では、紫明小学校の校内研究方針案について紹介する。
紫明小学校では、平成21年から３年間、道徳教育に重点を置いた取り組みを
続けてきた。最終年度となる平成23年度は、?気づき、?え、ともに高め合う子
どもの育成～生活に根ざした道徳授業展開の工夫～?を研究テーマとして提示
している。
第一に、主題?気づき、?え、ともに高め合う子どもの育成?について、ど
のような思いが込められているのだろうか。
?気づく? ：自己理解・他者理解・人間理解
??える? ：資料を通して気づいた問題を自分の問題として?える。
また、人の発した言葉の意味を?える。
?ともに高め合う?：?気づき???える?学習集団の中で、相手の意見を尊
重しつつ、自分の意見を大切にしながら共に高め合う。
第二に、副題?～生活に根ざした道徳授業展開の工夫～?について、どのよ
うな思いが込められているのだろうか。道徳教育は、?学校教育全体の中で培わ
れていくものである?としたうえで、?さまざまな学習や生活体験の中で子ども
が実感したことや心の中に芽生えた道徳的な価値への気づきを道徳の時間にお
いて?補充・深化・統合?していく?と述べている。その際、子どもの発達段
階を把握しながら、学習と日常生活とのつながりを?えて授業を展開していく
必要があるとした。
さらに、テーマ設定の理由についても、児童の実態、家庭の実態、社会の実
態との関わりで理由を説明している。
?…しかし、主体的に行動できているかというと、個人によって差は大きい。
今あるものさらに高めようと、行動に移すことができる児童もいるが、経験
の少なさや自信のなさから、人からの指示や行動を待ってしまう児童もいる。
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（中略）また、集団への付和雷同的な行動が見られたり、仲間や身近な人を意
識して自己のあり方を決める傾向のある児童も多く、望ましい集団の中で成
長することが大切である。?
?多くの家庭は、子どもを育てる環境を?え、子どもに基本的な生活習慣を身
につけさせている。しかし、自身の忙しさから、子どもを十分にみることが
できない家庭もある。また、子どもに寄り添いすぎ、子どもが甘えてしまう
環境をつくり出してしまっている家庭もある。?
?また、生き方を指南するべき大人は、みな忙しく、子どもたちの心と体を豊
かに育んでいくためには、具体的な対策が必要な事態となっている。?
このため、?道徳の時間を通して、本校のどの児童も自分の生活を見つめ、自
らに問いかけることができるようにしたい。?として、道徳教育によって育成し
たい力を３点あげている。
・失敗を恐れず、直面する課題に主体的に取り組む力
・思いやりの気持ちを持ち、人を大切にしながら共に?え、より良い生き方
を探ろうとする態度
・自分で未来を切り開く実践的な力
そこで、研究の仮説として、以下の２点を設定している。
・発達段階に応じた規範意識の育成を学校教育全体を通して重点的に行うこ
とで、子どもたちは、道徳的に望ましい具体的な体験を日々の生活の場で
積むことができるであろう。
・言葉の交流を大切にした道徳の時間を構築することは、子どもたちの自己
理解・他者理解・人間理解を深めることにつながるであろう。
また道徳教育の研究内容として、①道徳の時間の充実と改善、②規範意識を
育む道徳教育のあり方を探る、③授業研究、④体験活動の充実、をあげて、道
徳の時間だけでなく、特別活動や部活動、紫明タイム、自問清掃など多面的に
取り組む案を提示している。
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４．授業の実際
紫明小学校は、１月末に開催された支部研究発表会においては、低学年、中
学年、高学年の各部会から研究授業を行った（?平成23年度 紫明校の道徳教育?参
照）。
本節では、支部研究発表会以前に事前研究会で行われた高学年の授業を紹介
する。
１）道徳学習指導案
① 学 級 京都市立紫明小学校 ５年１組（27名）
② 日 時 平成23年11月16日（水） 第6校時
③ 単 元 ?白石さんの返し技? あたたかい気持ち２?(２）
④ 本時の目標 相手の立場に立って温かい気持ちをもって関ろうとする心情
を育てる。
⑤ 本時の展開
学習活動 支援・留意点
１．白石さんについて知る。
２．3つの質問に対する白石さんの返信を知り、
白石さんのいいところを見つける。
３．悩み相談に対して白石さんと同じように返し
てみる。
４．それぞれが?えた返信をグループで交流す
る。
５．学習のまとめをする。
・大学生協やご意見要望カードについて知らせる。
・３つの質問を掲示する。
・困っている児童には寄り添いながら共に返信を
?えるようにする。
・和やかなムードで話し合いが進むように、机間
巡視し、必要に応じて声をかけるようにする。
⑥作業用プリント
☆悩み相談に対して、白石さんのように返してみましょう。
白石さん。僕は先生によく怒られます。でもぼく
だけ特に怒られているような気がします。他の人
もしているのに…。
Ｔ男
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２）授業の?察
大学生協の職員白石さんが、?生協への質問・意見・要望?コーナーで、生協
の業務内容とは無関係な内容の質問に対しても親身になって返信していること
を知らせると、子どもたちは驚く。授業者が、?白石さんの良さ?に注目させて
発言させると、?相手の気持ちを?えている??優しい??ていねい??相手を傷
つけない??アドバイスをしている??読んだ人が勇気を持てる?などの意見が
あった。
次に、こうした長所をふまえて、実際に?白石さんのように悩み相談に返信
してみよう?と呼びかけ、返事を書かせ、グループ内で意見交換後、数名に自
分が書いた返事を発表させた。子どもたちは、自分が白石さんになったつもり
で、?相手を傷つけない??相手を思いやった?返事を書いていた。この意味で、
この授業がめざす目標は達成されていた。
一緒に参観していた学生の感想文に、?少し疑問に思ったことは、最後の終わ
り方です。時間の関係だったのかなと思ったのですが、?このような返事をして
もらったら、“あったかい気持ち”になるね?と先生がおっしゃっていて、これ
は児童に?どういう気持ちになるかな??と聞かずに終わったほうがよいので
はないでしょうか??とあった。授業者が最後の方で少し誘導気味に?温かい
気持ち?にむすびつけて終わったが、児童には授業のねらいが十分伝わってい
たので、確認する必要はなかったのかもしれない。
最後に、気になる点について述べると、白石さんの返信①～③を提示した時
に、例として適切であるかどうか疑問を感じた。
① ?一人暮らしがさびしいので話し相手になってくれたり、ごはんを作って
くれたりする便利な美少女ロボットがほしいです?
② ?愛は売っていないのですか?
③ ?誰かを好きになったとして、その人が自分にその気がなければ、思いを
打ち明けた時、その人は確実に傷つきますよね。振られ続けている自分
はあまりにも多くの人を傷つけてきました。この先自分は人を好きに
なってもよいのでしょうか?
３枚の返信の内容は、愛に関するテーマであるが、①のようにやや偏った内
容も含まれているので、扱い方を一歩間違えると、本時の目的に到達する前に
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脇道に脱線してしまう可能性もある。幸い、授業者が担当クラスの児童たちを
熟知したうえでの選択なのか、変な方向に脱線することもなく、授業の目標が
ちゃんと達成されていたが、具体例として示すものは、愛以外のテーマの方が
よかったのではないかと?える。
５．お わ り に
今回、道徳を研究テーマにしている紫明小学校と連携して活動できたことは、
本学にとっても収穫であった。というのは、ほかの教科とは異なり、道徳の授
業は、学生にとってはなかなか難しいものだからである。大学の授業で模擬授
業を取り入れていても、実際に児童を相手にして授業をするのではないので、
学生は常に不安を抱えている。このため授業参観をすることによって、授業者
の動き方や発問の仕方、児童とのやり取りなどが実地に観察できることはとて
も教育効果がある。
小学校は基本的には学級担任がすべての授業を担当するので、学級経営がう
まくいっていないと、教科の授業がうまくいかない。特に道徳は、日頃の担任
と児童たちの信頼関係がもろに現れるので、本稿で紹介した５年１組は、ベー
スになる学級経営がうまくいっていることがわかる。授業後、別室で校長先生
とお話しする機会をえたが、４年生の時に崩壊寸前だったクラスを１年かけて
作り直したことをその時知った。
この意味で、今後も京都市の小学校と連携していく必要性を痛感する。紫明
小学校の場合は、道徳の授業だけでなく、日常的な学級経営についても本学の
学生たちに学ぶ機会を与えることができれば、教員としての実際的な力量の形
成にも有効である。
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